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安全上の注意

本製品は安全性に充分な配慮をして設計していますが、使いかたを誤ると事故が起こることがあります。事故を未然に
防ぐために次の内容を必ずお守りください。

危険 この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性が切迫していま
す」を意味しています。

警告 この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性があります」を意
味しています。

注意 この表示は「取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う、または物的損害が発生する可能性
があります」を意味しています。

本製品について
警告 付属のACアダプター／ACコード／電源ケーブル以外使用しない

電流容量などの違いにより、火災・感電の原因になります。また、故障・不具合の原因になります。

異常（音、煙、臭いや発熱、損傷など）に気付いたら使用しない
異常に気付いたらすぐに使用を中止して、お買い上げの販売店に修理を依頼してください。そのまま使用すると、火
災など事故の原因になります。

火気に近付けない／火の付いたキャンドルなどを上に置かない
火災の原因になります。

分解や改造はしない
感電によるけがや、火災など事故の原因になります。

強い衝撃を与えない
感電によるけがや、火災など事故の原因になります。

濡れた手で触れない
感電によるけがの恐れがあります。

水をかけない／水滴や水しぶきのかかる場所に置かない
感電によるけがや、火災など事故の原因になります。

本製品に異物（燃えやすい物、金属、液体など）を入れない
感電によるけがや、火災など事故の原因になります。

じゅうたんや布などで覆わない
過熱による火災など事故の原因になります。

同梱のポリ袋は幼児の手の届く所や火のそばに置かない
事故や火災の原因になります。

電源電圧設定を変えない
火災の原因になります。

注意 不安定な場所に置かない
本製品の落下などにより、けがや故障の原因になります。

換気の良い場所に置く
本製品を換気の悪い場所に置くと、熱がこもり、火災など事故の原因になります。ラックなどに入れるときは、放熱
をよくするために本製品の周りに隙間を空けてください。

直射日光の当たる場所、暖房器具の近く、高温多湿やほこりの多い場所に置かない
感電によるけがや、火災など事故の原因になります。また、故障、不具合の原因になります。
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本製品の上に物（花瓶・植木鉢・水の入ったコップ・金属など）を置かない
万一、倒れた場合、感電によるけがや、火災など事故の原因になります。

ベンジン、シンナー、接点復活剤などは使用しない
変形、故障の原因になります。

ACアダプター／ACコード／電源ケーブルについて
警告 表示している電源電圧以外で使用しない

過熱による火災など事故の原因になります。

本製品以外には使用しない
過熱による火災など事故の原因になります。

異常（音、煙、臭いや発熱、損傷など）に気付いたら使用しない
異常に気付いたらすぐに使用を中止して、コンセントから抜きお買い上げの販売店に連絡してください。そのまま使
用すると、火災など事故の原因になります。

コードは伸ばして使用する。釘などでの固定や、束ねたままでの使用はしない
過熱による火災など事故の原因になります。

コンセントや本体にプラグを差し込むときは根元まで確実に差し込む
過熱による火災など事故の原因になります。

コードを引っ張らず、プラグを持ってまっすぐ抜き差しする
断線、故障の原因になります。

コードの上に物を置いたり、敷物や家具などの下に入れたりしない
断線、故障の原因になります。

分解や改造はしない
感電によるけがや、火災など事故の原因になります。

強い衝撃を与えない
感電によるけがや、火災など事故の原因になります。

濡れた手で触れない
感電によるけがの恐れがあります。

布などで覆わない
過熱による火災など事故の原因になります。

プラグにたまったほこりなどは乾いた布で定期的に拭き取る
過熱による火災など事故の原因になります。

アース線は、必ずコンセントの接続前に取り付け、コンセントを外した後に取り外す
火災の原因になることがあります。安全のため、必ず手順を守ってください。（3P-2P電源プラグ使用時）

接地（アース）極付コンセント以外には接続しない
火災の原因になることがあります。

すぐにコンセントからACアダプター／ACコード／電源ケーブルを抜くことができるように
する
電源スイッチを切ってもコンセントからは完全に遮断されていません。万一の事故防止のため、本製品をコンセント
の近くに置き、すぐにコンセントからACアダプター／ACコード／電源ケーブルを抜くことができるようにしてくだ
さい。
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注意 長時間使用しないときは、コンセントから抜く
火災の原因になることがあります。安全のため、必ずコンセントから抜いてください。また、省エネルギーにご配慮
ください。

足に引っ掛かりやすい場所にコードを引き回さない
故障や事故の原因になります。

通電中のACアダプターに長時間触れない
低温やけどの原因になることがあります。

充電式電池について
トランスミッターは、充電式電池（リチウムイオン電池）を内蔵しています。指定の充電式電池以外は使用しないでく
ださい。
指定充電式電池：専用リチウムイオン電池（LI-2835）

危険 電池の液が目に入ったときは目をこすらない
すぐに水道水などのきれいな水で充分に洗い、医師の診察を受けてください。

電池の液が漏れたときは素手で液を触らない
液が本製品の内部に残ると故障の原因になります。電池が液漏れを起こした場合は、当社サービスセンターまでご相
談ください。
万一、なめた場合はすぐに水道水などのきれいな水で充分にうがいをし、医師の診察を受けてください。
皮膚や衣服に付いた場合は、すぐに水で洗い流してください。皮膚に違和感がある場合は医師の診察を受けてくださ
い。

警告 火の中に入れない、加熱、分解、改造しない
液漏れ、発熱、破裂の原因になります。

釘を刺したりハンマーで叩いたり踏み付けたりしない
発熱、破損、発火の原因になります。

幼児の手の届く所に置かない
電池を飲み込んだ場合は、すぐに医師の診察を受けてください。窒息や内臓への障害の恐れがあります。

注意 落下させたり強い衝撃を与えない
液漏れ、発熱、破裂の原因になります。

以下の場所で使用、放置、保管しない
直射日光の当たる場所
高温多湿の場所
炎天下の車内
ストーブなどの熱源の近く
液漏れ、発熱、破裂、性能低下の原因になります。

水に濡らさない
発熱、破裂、発火の原因になります。

指定の充電器以外で充電しない
故障や火災の原因になります。

変形させたりハンダ付けしない
液漏れ、発熱、破裂の原因になります。

保管、廃棄の場合は端子（金属部分）をテープなどで絶縁する
液漏れ、発熱、破裂の原因になります。
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機器を使用したあとは必ずスイッチを切る
液漏れの多くは、スイッチの切り忘れによる電池の消耗が原因です。

充電式電池のリサイクルについて

充電式電池はリサイクルできます。不要になった電池は、端子（金属部分）にテープなどを貼り付けて絶縁してから充
電式電池リサイクル協力店にお持ちください。充電式電池の回収・リサイクルおよびリサイクル協力店については、社
団法人電池工業会ホームページhttp://www.baj.or.jpをご覧ください。

http://www.baj.or.jp/
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使用上の注意

本システム
ご使用の際は、接続する機器の取扱説明書も必ずお読みください。

ケーブルの配線上に大型電気機器があると、ノイズが発生する可能性があります。その場合は、ノイズが発生しなく
なるまで離して配線してください。

本システムは必ず当社指定の機器との組み合わせで使用してください。

本システムを設置する際、受光ユニットとトランスミッターの間に赤外線をさえぎるような障害物がないようにして
ください。

本製品は長い間使用すると、紫外線（特に直射日光）や摩擦により変色することがあります。

使用時にハウリング（ピー、あるいはキーンと言う音）が発生した場合、接続しているミキサー／アンプなどの出力
ボリュームを絞ってください。

レシーバー
接続するケーブルのプラグは根元まで確実に差し込んでください。

受光ユニット
下記の近くには設置しないでください。システムの動作不良やノイズ発生の原因となる場合があります。その場合
は、正常に動作する場所まで離して設置してください。
-照明装置
-プロジェクター（液晶やDLPなど）、OHP、白熱電球
-水銀灯、ハロゲン灯、インバータ式蛍光灯、ブラックライト
-プラズマディスプレイ
-リモコン、赤外線LANなどの赤外線機器
-調光器
-デジタルパワーアンプなどのデジタル機器本体およびその配線（スピーカー出力など）

設置した受光ユニットが使用者や障害物の影にある場合、受信しません。設置する際は、トランスミッターから複数
の受光ユニットが見えるように設置してください。

トランスミッター
赤外線発光部は手で覆わないでください。

赤外線発光部を強く握ったり、ひねらないでください。

赤外線の到達距離は壁や天井、床などの色や材質によって変化します。

トランスミッターの近くに電子機器や発信機（携帯電話など）があるとトランスミッターにノイズが入る場合があり
ます。その場合は離して使用してください。

出荷時、充電式電池は充電されていません。
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充電式電池は充電を繰り返すと、電池の容量が減少してきます。使用時間が短くなってきたら、なるべく早く新しい
電池と交換してください。

充電式電池の消耗を防ぐため、使用しないときや充電器に設置しないときはトランスミッターの電源をOFFにしてく
ださい。

充電器
接続するケーブルのプラグは根元まで確実に差し込んでください。

充電器を使用しないときは、ACコードをコンセントから抜いてください。
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お手入れ

汚れたときやほこりが付いたときは、乾いた柔らかい布で拭き取ってください。

お手入れの際は、必ず電源をOFFにしてください。

トランスミッター・充電器の充電端子は汚れが付着しやすい部分です。汚れが付着したまま使用すると充
電できない場合があります。充電端子が汚れた場合は、力を加えすぎないように注意して綿棒などで汚れ
を拭いてください。

ベンジン、シンナー、接点復活剤などは使用しないでください。変形、破損、故障の原因になります。
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周波数について

本システムのチャンネルは次の表の周波数に対応しています。

チャンネル 周波数
Ach 3.04MHz
Bch 3.48MHz
Cch 3.70MHz
Dch 3.84MHz
Ech 2.06MHz
Fch 2.48MHz
Gch 2.70MHz
Hch 2.82MHz
Kch 2.16MHz
Sch 3.29MHz
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本システムの対応機器

本システムは次の機器で構成されています。

レシーバー

1 2

1 ATIR-R1020
2chレシーバー

2 ATIR-R1040
4chレシーバー

受光ユニット（受光器）

1

1 ATIR-A510
広域受光ユニット（無指向性）

トランスミッター（マイクロホン）

1 2

1 ATIR-T1001
ボディパックトランスミッター
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2 ATIR-T1002
ハンドヘルドトランスミッター

充電器

1

1 ATIR-CHG1/A ／ ATIR-CHG1/LK
充電器
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各部の名称と機能

ATIR-R1020
電気定格およびモデル名は、本製品の底面に表示があります。

1 3

5

2 32

4 6 67 7

8 9

14

1110 12 13

1615

1 電源スイッチ
電源をON／OFFします。

2 マイクボリューム
マイクロホンの音量を調整します。

3 チャンネル切替スイッチ
使用するチャンネルを選択します。

4 電源インジケーター
電源がONになると青色点灯します。

5 ノイズリダクションインジケーター
ノイズリダクションがONになると青色点灯します。

6 チャンネルインジケーター
マイクロホンの信号を受信すると緑色点灯します。

7 CHシール貼付位置
必要に応じて付属のCHシールを貼り付けます。

8 シグナルアースグランド端子

9 MIX入力端子（RCA）
複数のレシーバーを接続する際に使用します。

10 マイク／ライン出力切替スイッチ
出力端子の出力を切り替えます。
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11 出力端子
各チャンネルをバランス出力します。

12 TALLY OUT（タリーアウト）
各チャンネルの受信状態を出力します。

13 ノイズリダクション切替スイッチ
ノイズリダクションをON／OFFします。

14 MIX出力端子（RCA）
複数のレシーバーを接続する際に使用します。

15 受光ユニット入力端子
受光ユニットに接続したBNCケーブルを接続します。

16 ACインレット端子
付属の電源ケーブルを接続します。

ATIR-R1040
電気定格およびモデル名は、本製品の底面に表示があります。

1

54

32 32

6 67 7

32 32

6 67 7

8 9

14

10 12 13

1615

11

1 電源スイッチ
電源をON／OFFします。

2 マイクボリューム
マイクロホンの音量を調整します。
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3 チャンネル切替スイッチ
使用するチャンネルを選択します。

4 電源インジケーター
電源がONになると青色点灯します。

5 ノイズリダクションインジケーター
ノイズリダクションがONになると青色点灯します。

6 チャンネルインジケーター
マイクロホンの信号を受信すると緑色点灯します。

7 CHシール貼付位置
必要に応じて付属のCHシールを貼り付けます。

8 シグナルアースグランド端子

9 MIX入力端子（RCA）
複数のレシーバーを接続する際に使用します。

10 マイク／ライン出力切替スイッチ
出力端子の出力を切り替えます。

11 出力端子
各チャンネルをバランス出力します。

12 TALLY OUT（タリーアウト）
各チャンネルの受信状態を出力します。

13 ノイズリダクション切替スイッチ
ノイズリダクションをON／OFFします。

14 MIX出力端子（RCA）
複数のレシーバーを接続する際に使用します。

15 受光ユニット入力端子
受光ユニットに接続したBNCケーブルを接続します。

16 ACインレット端子
付属の電源ケーブルを接続します。
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ATIR-A510

3

21

1 電源インジケーター
配線後、レシーバーの電源をONにすると緑色点灯します。

2 取り付け用フック
マウントブラケット（付属品）に取り付けるときに使用します。

3 BNCコネクター
市販のBNCケーブルを使用してレシーバーと接続します。

ATIR-T1001

1

5

7

6

9

8

2

3

4

1 バッテリーカバー
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2 ゲイン調整ボリューム
ゲインを調整します。

3 赤外線出力切替スイッチ
赤外線の出力を切り替えます。

4 チャンネル切替スイッチ
使用するチャンネルを切り替えます。

5 電源インジケーター
電源がONになると緑色点灯します。また、電池残量が少なくなると赤色点灯します。

6 電源スイッチ
電源をON／OFFします。

7 ベルトクリップ

8 充電端子

9 付属マイクロホン入力端子
付属マイクロホンを接続します。

ATIR-M1001（付属マイクロホン）

4

1

2

3

5

1 マイクロホン部

2 赤外線発光部

3 マイク入力端子
別売の特型マイクロホンを使用する際に接続します。接続すると本製品のマイクロホン部と切り替わります。

4 タイピンクリップ

5 付属マイクロホン出力端子
トランスミッターの付属マイクロホン入力端子に接続します。
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ATIR-T1002

1

9

5

8

32 24

6 7

1 ヘッドケース

2 赤外線発光部

3 電源インジケーター
電源がONになると緑色点灯します。また、電池残量が少なくなると赤色点灯します。

4 電源スイッチ
電源をON／OFFします。

5 グリップ

6 チャンネル切替スイッチ
使用するチャンネルを切り替えます。

7 赤外線出力切替スイッチ
赤外線の出力を切り替えます。

8 バッテリーカバー

9 充電端子
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ATIR-CHG1/A ／ ATIR-CHG1/LK

32 2

1

54

4

6

7

8

1 充電インジケーター
充電状態を表示します。

2 充電口

3 電源インジケーター
電源がONになると青色点灯します。

4 DC端子用キャップ
充電器を複数台連結して使用する際に取り外します。

5 状態出力端子
制御IFユニット、パソコンなどで充電状態を監視する際に使用します。

6 DC入力端子
ACアダプターを接続します。

7 連結時DC出力端子
充電器を複数台連結する際に使用します。連結した充電器へ通信と電源供給を行います。

8 連結時DC入力端子
充電器を複数台連結する際に使用します。連結した充電器から通信と電源供給が行われます。
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本システムを使用するまでの基本的な流れ

ここでは、すぐにお使いになるための基本的な操作を説明しています。詳細な操作や設定方法については、それぞれの
説明ページを確認してください。

1 受光ユニット、レシーバーなどの機器を配線・設置します。

2 トランスミッターとレシーバーのチャンネルを合わせます。

3 充電器でトランスミッターを充電します。

4 充電器からトランスミッターを取り出し、トランスミッターに音声を入力します。

5 接続したスピーカーなどから音声が出力されることを確認します。
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システム構成例

使用できるチャンネル数は最大10チャンネルです。

トランスミッターと受光ユニットの距離が近いと、ノイズが発生する場合があります。約2.5m以上離して使用して
ください。

ATIR-D640（赤外線混合分配器）を使用しない場合は受光ユニットからレシーバーまでのケーブル長を同じ長さに
してください。

本シリーズのみで運用する場合

ATIR-R1020

ATIR-R1040

ATIR-A510ATIR-T1001

ATIR-T1002

アンプ、ミキサーなど

BNCケーブル

パソコン
（充電状況監視用）

ハーネス
（付属品）

制御IFユニットなど
ATIR-CHG1/A



システム構成例
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既存製品を含めて運用する場合

ATIR-R1020

ATIR-R1040

ATIR-A510

アンプ、ミキサーなど

ATIR-D640

BNCケーブル

ATIR-A400

ATIR-T860

（既存製品：赤外線混合分配器）

（既存製品）

（既存製品）

ATIR-T1001

ATIR-T1002

パソコン
（充電状況監視用）

ハーネス
（付属品）

制御IFユニットなど
ATIR-CHG1/A

既存製品ATIR-T860は、ATIR-CHG1/AおよびATIR-CHG1/LKでは充電できません。
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受光ユニットの取り付け

1 付属のマウントブラケットをねじで取り付けます。

2 受光ユニットにBNCケーブルを接続し、マウントブラケットに差し込みます。

3 受光ユニットを回して取り付けます。

受光ユニットがマウントブラケットにしっかりと取り付いているか確認してください。

安定した受信のために、見通しの良い場所に設置してください。受光ユニットとトランスミッターの間に
障害物がありますと、受信しない場合があります。



受光ユニットの取り付け
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取り外しかた

1 受光ユニットを回します。

2 受光ユニットをマウントブラケットから取り外し、BNCケーブルを取り外します。
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受光ユニットの受信範囲

次の図を目安に設置してください。

受光ユニット同士の受信範囲が重なるように設置してください。

受信範囲は、受光ユニットの設置位置や角度、室内の状況などにより変わります。

直射日光、スポットライト、白熱電灯などの光が受光ユニットに入ると、受信範囲が大幅に狭くなります。

トランスミッターを複数使用している際に、トランスミッターが受光ユニットに近づきすぎるとノイズが発生する場
合があります。その場合は、受信範囲の中でノイズが発生しなくなるまでトランスミッターを離してください。

3
m

2
.5
m

3
.5
m

4
m

4
.5
m

5
m

約φ18.0m

約φ18.0m

約φ16.6m

約φ14.8m

約φ12.8m

約φ10.4m



24

トランスミッターの充電

1 充電器（ATIR-CHG1/A）にACアダプターのコードを接続し、電源プラグをコンセントに接続します。

ACアダプターのコードを充電器の溝に沿って通し、引き出します。

充電器の電源がONになり、電源インジケーターが点灯します。

電源インジケーター表示 充電状態
青色点灯 電源ON
青色点滅 連結エラー[1]

[1] 6台以上連結するとエラーになります。

2 充電するトランスミッターを充電器の充電口に差し込みます。

充電器1台で最大2個までのトランスミッターを同時に充電できます。

トランスミッターの向きを確認して充電器に差し込んでください。向きが異なる場合は充電できませ
ん。

トランスミッターの充電が開始されると、充電器から音が鳴り充電インジケーターが点灯します。



トランスミッターの充電

25

充電インジケーター表示 充電状態
3つが順番に赤色点滅 充電準備中
1つが赤色点灯 充電中（0%～34%未満）
2つが赤色点灯 充電中（34%～67%未満）
3つすべてが赤色点灯 充電中（67%～100%未満）
3つすべてが緑色点灯 満充電
3つすべてが赤色点滅 充電エラー[1]

[1] 充電端子の接触不良や製品が熱を持っている可能性があります。トランスミッターを真っ直ぐ差し直し、直射日光を避け、風通しの良い場所
（10～35℃）で充電をし直してください。

トランスミッターの充電式電池は、充電回数で約300回繰り返して使用できますが、使用状況によって変化
します。

トランスミッター・充電器の充電端子は汚れが付着しやすい部分です。汚れが付着したまま使用すると充
電できない場合があります。充電端子が汚れた場合は、力を加えすぎないように注意して綿棒などで汚れ
を拭いてください。

ATIR-T1001について
ATIR-M1001のタイピンクリップをATIR-T1001の溝に差し込むことで、マイクロホンと本体が一体となりマイクロホ
ンが転がることを防ぐことができます。

1

2

1 溝

2 タイピンクリップ
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充電器の連結

充電器は複数台を連結して使用することができます。

最大5台まで連結できます。1台目は必ずATIR-CHG1/A、2台目以降にATIR-CHG1/LKを使用してください。

ACアダプターを2台目以降に接続する必要はありません。

2

1

2 2 2

1台目 ２台目

1 ACアダプター
2 リンクケーブル

連結に使用する付属品
充電器の連結には、ATIR-CHG1/LKの付属品を使用します。

1 2 3

1 リンクプレート

2 リンクケーブル

3 リンクプレート用ねじ

連結のしかた
連結前にACアダプターを充電器と接続してください。

電源プラグはコンセントに接続せず、電源はOFFの状態で連結してください。



充電器の連結
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1 DC端子用キャップを取り外し、リンクケーブルを接続します。

1台目の充電器器（ATIR-CHG1/A）は連結時DC出力端子（OUTPUT）、2台目の充電器器（ATIR-
CHG1/LK）は連結時DC入力端子（INPUT）に接続してください。

2 リンクプレートをリンクプレート用ねじで取り付けます。
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充電器の状態出力

トランスミッターの充電状況を監視することができます。

配線は必ず定格内で行ってください。定格外の接続による破損については保証いたしかねます。（最大定格電圧
30V、電流20mA）

各Pinの仕様は充電状態出力の表を参照してください。

使用されないPinはそのまま開放してください。その際、ハーネスの導線が誤って接触しないような処理を行ってく
ださい。

配線後は必ず動作確認を行ってください。

1 充電器の状態出力端子に付属の状態出力ハーネスを接続します。

2 状態出力ハーネスをご使用の制御IFユニット、パソコンなどに接続します。

充電状態外部出力
項目
1、4、5、6pin オープンコレクタ／LO切り替え[1]

8pin GND
オープンコレクタ最大電流 20mA
最大定格電圧 30V
出力信号更新時間 10msec

出力情報／充電インジケーターの状態

待機／トランスミッター未挿入
充電中／インジケーター赤色点灯
充電67%以上／インジケーター赤色点灯
充電完了／インジケーター緑色点灯
充電エラー／インジケーター赤色点滅

[1] 出力切替用トランジスタとハーネス間に保護用抵抗を設けているためLO出力時は約100Ωの抵抗値を持ちます。



充電器の状態出力
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出力表

CH: CHA

状態 1pin 4pin
未挿入／充電エラー オープンコレクタ オープンコレクタ
充電中 LO オープンコレクタ
充電67%完了 オープンコレクタ LO
充電完了 LO LO

CH: CHB

状態 5pin 6pin
未挿入／充電エラー オープンコレクタ オープンコレクタ
充電中 LO オープンコレクタ
充電67%完了 オープンコレクタ LO
充電完了 LO LO

回路図
内部等価回路 接続先回路接続例

出力切替用
トランジスタ

保護用抵抗
100Ω

VDD MAX 30V

状態出力ハーネス

1Pin

4Pin

5Pin

6Pin

8Pin（GND）

電流調整抵抗

電流調整抵抗は、使用する機器仕様に合わせて抵抗値を選定してください。詳しくは、「LO時の電圧計算
式」(p.30)を確認してください。



充電器の状態出力
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LO時の電圧計算式

100Ω～R間電圧＝VDD×100Ω/（100Ω+R）

電流調整抵抗をRとする。

Rを大きくすれば大きくするほど100Ω～R間電圧は小さくなります。

ご使用の機器仕様に合わせて抵抗値を選定ください。

VDD：12V、R：10kΩの場合
100Ω～10kΩ間電圧＝12V×100Ω/（100Ω+10,000Ω）＝約0.118V
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レシーバーの状態出力

レシーバーのTALLY OUT（タリーアウト）に付属のユーロブロックコネクターを使用して接続します。

オープンコレクタ方式です。

配線は必ず定格内で行ってください。定格外の接続による破損については保証いたしかねます。（最大定格電圧
18V、電流20mA）

使用されないPinはそのまま開放してください。その際、ハーネスの導線が誤って接触しないような処理を行ってく
ださい。

配線後は必ず動作確認を行ってください。

出力表

ATIR-R1020

ピン 受信無し Ch1のみ受信 Ch2のみ受信 全Ch受信
1pin オープンコレクタ LO オープンコレクタ LO
2pin オープンコレクタ オープンコレクタ LO LO
GND pin GND GND GND GND

ATIR-R1040

ピン 受信無し Ch1のみ受信 Ch2のみ受信 Ch3のみ受信 Ch4のみ受信 全Ch受
信

1pin オープンコレク
タ LO オープンコレク

タ
オープンコレク
タ

オープンコレク
タ LO

2pin オープンコレク
タ

オープンコレク
タ LO オープンコレク

タ
オープンコレク
タ LO

3pin オープンコレク
タ

オープンコレク
タ

オープンコレク
タ LO オープンコレク

タ LO

4pin オープンコレク
タ

オープンコレク
タ

オープンコレク
タ

オープンコレク
タ LO LO

GND
pin GND GND GND GND GND GND



レシーバーの状態出力
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回路図

ATIR-R1020

内部等価回路 接続先回路接続例

出力切替用
トランジスタ

保護用抵抗
100Ω

VDD MAX 18V

1Pin

2Pin

3Pin（GND）

電流調整抵抗

電流調整抵抗は、使用する機器仕様に合わせて抵抗値を選定してください。詳しくは、「LO時の電圧計算
式」(p.33)を確認してください。

ATIR-R1040

内部等価回路 接続先回路接続例

出力切替用
トランジスタ

保護用抵抗
100Ω

VDD MAX 18V

1Pin

2Pin

3Pin

4Pin

5Pin（GND）

電流調整抵抗

電流調整抵抗は、使用する機器仕様に合わせて抵抗値を選定してください。詳しくは、「LO時の電圧計算
式」(p.33)を確認してください。



レシーバーの状態出力
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LO時の電圧計算式

100Ω～R間電圧＝VDD×100Ω/（100Ω+R）

電流調整抵抗をRとする。

Rを大きくすれば大きくするほど100Ω～R間電圧は小さくなります。

ご使用の機器仕様に合わせて抵抗値を選定ください。

VDD：12V、R：10kΩの場合
100Ω～10kΩ間電圧＝12V×100Ω/（100Ω+10,000Ω）＝約0.118V
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機器の使いかた

ATIR-R1020／ATIR-R1040

電源をON／OFFする

1 電源ケーブルを接続し、電源プラグをコンセントに接続します。

2 電源スイッチを切り替えます。

21

1 電源スイッチ

2 電源インジケーター

電源がONになると電源インジケーターが青色点灯し、OFFになると消灯します。

チャンネルを切り替える

1 チャンネル切替スイッチを回して、使用するチャンネルに合わせます。

マイクロホンの信号を受信すると、チャンネルインジケーターが緑色点灯します。

出力を切り替える

出力端子の出力を切り替えます。

MIX端子の出力は切り替えられません。



機器の使いかた
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1 マイク／ライン出力切替スイッチをスライドします。

音量を調整する

マイクロホンの音量を調整します。

1 マイクボリュームを回します。

ノイズリダクションをON／OFFする

ノイズリダクションをONにすることで、ノイズの発生を抑えることができます。

ON／OFFすることで、音質が若干変化します。

1 ノイズリダクション切替スイッチをスライドします。

ONになると、ノイズリダクションインジケーターが青色点灯します。



機器の使いかた
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1 2

1 ノイズリダクション切替スイッチ

2 ノイズリダクションインジケーター

受光ユニットの接続について

最大6台の受光ユニットを接続できます。

1 受光ユニット入力端子に、受光ユニットと接続したBNCケーブルを接続します。

MIX出力について

レシーバーを複数用意し、MIX出力端子とMIX入力端子を接続することで、すべてのチャンネルの音声がミックスされ
て出力されます。

1台目（図の上端）のレシーバーはMIX出力端子（OUT）、2台目のレシーバーはMIX入力端子（IN）に接続してく
ださい。

出力はラインレベルです。



機器の使いかた
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アンプ、ミキサーなど

出力端子について

付属のユーロブロックコネクターを使用してミキサーなどに接続します。

各チャンネルの出力を個別に接続します。

各チャンネルの音声が個別に出力されます。

ユーロブロックコネクターの接続のしかた

図は3ピンで説明しています。5ピンも同様の手順で接続してください。



機器の使いかた
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1 ケーブルを次の図のようにむき出して配線します。

より線は、はんだ処理しないでください。

1

2

1 約5mm

2 約20mm

2 マイナスドライバーで、ねじを緩めます。

3 ピンアサインを確認し、それぞれケーブルを接続します。

BA C ED F G H

端子 ピンアサイン

出力端子
A（＋：HOT）
B（－：COLD）
C（G：GND）

TALLY OUT（タリーアウト）[1]
A（1：1ch TALLY OUT）
B（2：2ch TALLY OUT）
C（G：GND）

TALLY OUT（タリーアウト）[2]

D（1：1ch TALLY OUT）
E（2：2ch TALLY OUT）
F（3：3ch TALLY OUT）
G（4：4ch TALLY OUT）
H（G：GND）

[1] ATIR-R1020の場合。



機器の使いかた
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[2] ATIR-R1040の場合。

4 ねじを締め、結束バンドでケーブルをまとめます。

結束バンドは市販品をご使用ください。

5 ユーロブロックコネクターを接続します。

ラックマウントアダプターについて

ラックマウントする場合、付属のラックマウントアダプターを取り付けてください。

ラックマウントアダプター用取り付けねじは左右各3本ずつ、すべてしっかり取り付けてください。

必要に応じて、ゴム足をプラスドライバーで取り外してください。

1 レシーバーの側面に、ラックマウントアダプターを取り付けます。



機器の使いかた
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2

1

2

1

1 ラックマウントアダプター用取り付けねじ

2 ラックマウントアダプター

ATIR-T1001

電源をON／OFFする

電池残量が少なくなると電源インジケーターが赤色点灯します。充電を行ってください。

1 電源スイッチをスライドします。

電源スイッチを左方向にスライドすると電源ON、右方向にスライドすると電源OFFになります。

21

1 電源インジケーター

2 電源スイッチ

電源がONになると電源インジケーターが緑色点灯し、OFFになると消灯します。



機器の使いかた
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チャンネルを切り替える

付属のミニドライバーを使用します。

1 電源をOFFにします。

電源がONのままチャンネルを切り替えるとノイズの原因になります。

2 バッテリーカバーを取り外します。

3 チャンネル切替スイッチを回して、使用するチャンネルに合わせます。

出力を切り替える

付属のミニドライバーを使用します。

1 電源をOFFにします。

2 バッテリーカバーを取り外します。



機器の使いかた
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3 赤外線出力切替スイッチをスライドします。

設定 状態

HI 出力：大
連続使用時間：約8.5時間

LO 出力：標準
連続使用時間：約14時間

ECO 出力：小
連続使用時間：約18時間

ゲインを調整する

ゲインを調整することで、音量が調整できます。

付属のミニドライバーを使用します。

1 電源をOFFにします。

2 バッテリーカバーを取り外します。



機器の使いかた
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3 ゲイン調整ボリュームを回します。

2つの丸の間がゲイン位置です。

センターの位置は0dBです。MINの位置で-15dB、MAXの位置で+5dBに調整されます。

1

1 ゲイン位置

CHシールについて

必要に応じて、レシーバーに貼り付けたCHシールと同じ色のシールを本製品に貼り付けてください。

ATIR-T1002

電源をON／OFFする

電池残量が少なくなると電源インジケーターが赤色点灯します。充電を行ってください。



機器の使いかた
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1 電源スイッチをスライドします。

電源スイッチを上方向にスライドすると電源ON、下方向にスライドすると電源OFFになります。

2

1

1 電源インジケーター

2 電源スイッチ

電源がONになると電源インジケーターが緑色点灯し、OFFになると消灯します。

チャンネルを切り替える

付属のミニドライバーを使用します。

1 電源をOFFにします。

2 グリップを取り外します。

3 チャンネル切替スイッチを回して、使用するチャンネルに合わせます。

出力を切り替える

付属のミニドライバーを使用します。



機器の使いかた
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1 電源をOFFにします。

2 グリップを取り外します。

3 赤外線出力切替スイッチをスライドします。

設定 状態

HI 出力：大
連続使用時間：約8.5時間

LO 出力：標準
連続使用時間：約14時間

ECO 出力：小
連続使用時間：約18時間

IRガードについて

IRガードを取り付けることで、グリップ上部の赤外線発光部を手で覆うことを防ぐことができます。

1 IRガードをトランスミッター下部から通します。



機器の使いかた
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2 赤外線発光部の下にある段差まで押し当てます。

1

2

1 赤外線発光部

2 IRガード

赤外線発光部より上に取り付けると効果がありません。

CHシールについて

必要に応じて、レシーバーに貼り付けたCHシールと同じ色のシールを本製品に貼り付けてください。
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ユニティ位置について

レシーバーとトランスミッター（ATIR-T1001のみ）には標準的な音量となるボリュームの位置（ユニティ位置）があ
ります。

ユニティ位置は黒丸が少し大きく表示されています。

ATIR-R1020／ATIR-R1040
1 1

1 ユニティ位置

ATIR-T1001

1

1 ユニティ位置
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充電式電池の交換について

トランスミッターを充分に充電しても使用時間が短くなった場合は、充電式電池の劣化や寿命が考えられます。その際
はお買い上げの販売店にご連絡ください。

当社指定の充電式電池（LI-2835）と交換してください。

ATIR-T1001

1 電源をOFFにします。

2 バッテリーカバーを取り外します。

3 充電式電池のプラグをコネクターから取り外し、充電式電池を交換します。
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ATIR-T1002

1 電源をOFFにします。

2 グリップを取り外します。

3 ねじを取り外し、バッテリーカバーを取り外します。

4 充電式電池のプラグをコネクターから取り外し、充電式電池を交換します。



充電式電池の交換について
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トラブルシューティング

レシーバー／受光ユニット／トランスミッター

レシーバーの電源が入らない

電源ケーブルが正しく接続されているか確認してください。

受光ユニットの電源が入らない

レシーバーの電源がONになっているか確認してください。

BNCケーブルが正しく接続されているか確認してください。

BNCケーブルがショート（断線）していないか確認してください。

トランスミッターの電源が入らない

充電式電池が入っているか確認してください。

充電式電池の残量を確認してください。

音が出ない／音が小さい

レシーバー、トランスミッターの電源がONになっているか確認してください。

レシーバーのチャンネルインジケーターが点灯しているか確認してください。

トランスミッターとマイクロホンが正しく接続されているか確認してください（ATIR-T1001のみ）。

レシーバー、トランスミッターのチャンネルが異なっていないか確認してください。

トランスミッターのゲインが小さ過ぎないか確認してください（ATIR-T1001のみ）。

レシーバーのボリュームが小さ過ぎないか確認してください。

レシーバーの出力設定が正しく設定されているか確認してください。

音がひずむ

トランスミッターのゲインが大き過ぎないか確認してください（ATIR-T1001のみ）。

レシーバーのボリュームが大き過ぎないか確認してください。

レシーバーのマイク／ライン出力が正しく設定されているか確認してください。

外部接続の機器のボリュームが大き過ぎないか確認してください。
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ノイズが出る／音が途切れる

受光ユニットとトランスミッターの間に障害物が無いか確認してください。

受光ユニットの近くにノイズ源となる機器が無いか確認してください。

BNCケーブルを他のケーブルと一緒に束ねていないか確認してください。

BNCケーブルが100m以内の長さになっているか確認してください。

ATIR-D640（赤外線混合分配器）を使用していない場合はBNCケーブルが同じ長さであることを確認して
ください。

充電器

電源が入らない

ACアダプター／ACコードが正しく接続されているか確認してください。

充電されない

充電端子が汚れていないか確認し、清掃してください。

トランスミッターが充電器に正しい向きで差し込まれているか確認してください。
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外形寸法図
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54

ATIR-R1040
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ATIR-A510
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マウントブラケット
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ATIR-M1001
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ATIR-CHG1/A ／ ATIR-CHG1/LK

（単位：mm）
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テクニカルデータ

ATIR-R1020
通信方式 赤外線

周波数範囲 1～4MHz

受信方式 ダイレクトコンバージョン方式

周波数特性 140～13,000Hz（ATIR-T1001使用時）
140～15,000Hz（ATIR-T1002使用時）

受信周波数
Ach（3.04MHz）、Bch（3.48MHz）、Cch（3.70MHz）、Dch
（3.84MHz）、Ech（2.06MHz）、Fch（2.48MHz）、Gch（2.70MHz）、
Hch（2.82MHz）、Kch（2.16MHz）、Sch（3.29MHz）

受信チャンネル数 2チャンネル

ダイナミックレンジ 80dB以上（A-weighted ATIR-T1001/ATIR-T1002使用時）

全高調波歪み率 0.1%以下（ATIR-T1002使用1kHz基準入力時）

アナログ入力 MIXIN最大：+18dBu（+16dBV）

アナログ出力

UNBAL最大：+17dBu/ +15dBV
UNBALユニティ：-6dBu（-8dBV）
BAL/LINE最大：+17dBu（+15dBV）
BAL/LINEユニティ：+6dBu（+4dBV）
BAL/MIC最大：-21dBu（-23dBV）
BAL/MICユニティ：-33dBu（-35dBV）

消費電力 10W

電源 AC100V、50/60Hz

受光器入力 BNCコネクター（75Ω）×6

受光器電源供給 DC12V 50mA（1端子当たり）

その他機能 ノイズリダクション機能（ON/OFF可）

動作温度範囲 0℃～40℃

外形寸法 419.4mm×209.8mm×49.1mm（W×D×H）

質量 約2.4kg

付属品

電源ケーブル、3P-2P電源プラグ、CHシール、
ユーロブロックコネクター（3ピン）×3、
ラックマウントアダプター（短）×2、
ラックマウントアダプター用取り付けねじ×6
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ATIR-R1040
通信方式 赤外線

周波数範囲 1～4MHz

受信方式 ダイレクトコンバージョン方式

周波数特性 140～13,000Hz（ATIR-T1001使用時）
140～15,000Hz（ATIR-T1002使用時）

受信周波数
Ach（3.04MHz）、Bch（3.48MHz）、Cch（3.70MHz）、Dch
（3.84MHz）、Ech（2.06MHz）、Fch（2.48MHz）、Gch（2.70MHz）、
Hch（2.82MHz）、Kch（2.16MHz）、Sch（3.29MHz）

受信チャンネル数 4チャンネル

ダイナミックレンジ 80dB以上（A-weighted ATIR-T1001/ATIR-T1002使用時）

全高調波歪み率 0.1%以下（ATIR-T1002使用1kHz基準入力時）

アナログ入力 MIXIN最大：+18dBu（+16dBV）

アナログ出力

UNBAL最大：+17dBu/ +15dBV
UNBALユニティ：-6dBu（-8dBV）
BAL/LINE最大：+17dBu（+15dBV）
BAL/LINEユニティ：+6dBu（+4dBV）
BAL/MIC最大：-21dBu（-23dBV）
BAL/MICユニティ：-33dBu（-35dBV）

消費電力 10W

電源 AC100V、50/60Hz

受光器入力 BNCコネクター（75Ω）×6

受光器電源供給 DC12V 50mA（1端子当たり）

その他機能 ノイズリダクション機能（ON/OFF可）

動作温度範囲 0℃～40℃

外形寸法 419.4mm×209.8mm×49.1mm（W×D×H）

質量 約2.4kg

付属品

電源ケーブル、3P-2P電源プラグ、CHシール、
ユーロブロックコネクター（3ピン）×4、
ユーロブロックコネクター（5ピン）、
ラックマウントアダプター（短）×2、
ラックマウントアダプター用取り付けねじ×6
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ATIR-A510
通信方式 赤外線

受信周波数範囲 1～4MHz

受信周波数
Ach（3.04MHz）、Bch（3.48MHz）、Cch（3.70MHz）、Dch
（3.84MHz）、Ech（2.06MHz）、Fch（2.48MHz）、Gch（2.70MHz）、
Hch（2.82MHz）、Kch（2.16MHz）、Sch（3.29MHz）

指向特性 無指向性

接続端子 BNCコネクター（75Ω）

消費電流 23mA

動作電圧 DC12V

電源インジケーター色 緑

動作温度範囲 0℃～40℃

外形寸法 130mm×130mm×35mm（W×D×H）

質量 約246g

仕上げ処理 トップパネル：ホワイトメタリックカラー
筐体：ホワイトマットテクスチャー

付属品 マウントブラケット、木ねじ×2
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ATIR-T1001
通信方式 赤外線

周波数範囲 1～4MHz

型式 バックエレクトレットコンデンサー型

指向特性 単一指向性

赤外線波長 860±30nm

発振方式 PLLシンセサイザー方式

周波数特性 140～13,000Hz（ATIR-R1020/ATIR-R1040使用時）

ダイナミックレンジ 80dB以上（A-weighted ATIR-R1020/ATIR-R1040使用時）

変調方式 周波数変調

搬送波周波数
Ach（3.04MHz）、Bch（3.48MHz）、Cch（3.70MHz）、Dch
（3.84MHz）、Ech（2.06MHz）、Fch（2.48MHz）、Gch（2.70MHz）、
Hch（2.82MHz）、Kch（2.16MHz）、Sch（3.29MHz）

送信チャンネル 1チャンネル

入力ゲイン調整範囲 -15dB～+5dB（VOLセンター0dB）

電源 LI-2835リチウムイオン電池（付属）

動作温度範囲 0℃～40℃

連続使用時間[1]
約18時間（ECOモード時）
約14時間（LOモード時）
約8.5時間（HIモード時）

外形寸法（ベルトクリップ除く） 64.8mm×22.4mm×107mm（W×D×H）

質量（電池含む） 約113g

付属品 CHシール、ミニドライバー
[1] 使用条件により異なります。

ATIR-M1001
外形寸法（タイピンクリップ除
く） 27mm×23mm×72.8mm（W×D×H）

ケーブル長 1.0m

接続端子 φ3.5mmステレオミニプラグ+φ2.5mmモノラル超ミニL型プラグ

外部入力端子 φ3.5mmステレオミニプラグ（入力自動切替機能付き）

質量（タイピンクリップ含む） 約44g
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ATIR-T1002
通信方式 赤外線

周波数範囲 1～4MHz

型式 バックエレクトレットコンデンサー型

指向特性 単一指向性

赤外線波長 860±30nm

発振方式 PLLシンセサイザー方式

周波数特性 140～15,000Hz（ATIR-R1020/ATIR-R1040使用時）

ダイナミックレンジ 80dB以上（A-weighted ATIR-R1020/ATIR-R1040使用時）

変調方式 周波数変調

搬送波周波数
Ach（3.04MHz）、Bch（3.48MHz）、Cch（3.70MHz）、Dch
（3.84MHz）、Ech（2.06MHz）、Fch（2.48MHz）、Gch（2.70MHz）、
Hch（2.82MHz）、Kch（2.16MHz）、Sch（3.29MHz）

送信チャンネル 1チャンネル

電源 LI-2835リチウムイオン電池（付属）

動作温度範囲 0℃～40℃

連続使用時間[1]
約18時間（ECOモード時）
約14時間（LOモード時）
約8.5時間（HIモード時）

外形寸法 232.9mm×φ55.4mm

質量（電池含む） 約254g

付属品 CHシール、ミニドライバー、IRガード

別売 マイクホルダー（AT8426）
[1] 使用条件により異なります。
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ATIR-CHG1/A
充電方式 CC-CV充電

電源 DC12V 3.0A

充電出力

トランスミッター1～4個充電時：DC4.1V 1408mA
トランスミッター5～6個充電時：DC4.1V 960mA
トランスミッター7～8個充電時：DC4.1V 704mA
トランスミッター9～10個充電時：DC4.1V 576mA

消費電力 トランスミッター2個充電時：17.5W
5台連結してトランスミッター10個充電時：35W

充電時間[1]

トランスミッター1～4個充電時：約3.5時間
トランスミッター5～6個充電時：約4.5時間
トランスミッター7～8個充電時：約5時間
トランスミッター9～10個充電時：約6時間

充電インジケーター点灯パターン

トランスミッター未挿入：消灯
34%未満：1個点灯（赤）
34～67%未満：2個点灯（赤）
67%以上：3個点灯（赤）
充電完了：3個点灯（緑）
充電エラー：全点滅（赤）

動作温度範囲 5℃～40℃

外形寸法 162.8mm×84.3mm×76mm（W×D×H）

質量 約399g

仕上げ処理 黒色梨地仕上げ

状態出力端子 JST製 B8B-ZR

付属品 ACアダプター（AD-SA1230XA）、ACコード、状態出力ハーネス
[1] 使用条件により異なります。

改良などのため予告なく変更することがあります。
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ATIR-CHG1/LK
充電方式 CC-CV充電

電源 DC12V 3.0A

充電出力

トランスミッター1～4個充電時：DC4.1V 1408mA
トランスミッター5～6個充電時：DC4.1V 960mA
トランスミッター7～8個充電時：DC4.1V 704mA
トランスミッター9～10個充電時：DC4.1V 576mA

消費電力 トランスミッター2個充電時：17.5W
5台連結してトランスミッター10個充電時：35W

充電時間[1]

トランスミッター1～4個充電時：約3.5時間
トランスミッター5～6個充電時：約4.5時間
トランスミッター7～8個充電時：約5時間
トランスミッター9～10個充電時：約6時間

充電インジケーター点灯パターン

トランスミッター未挿入：消灯
34%未満：1個点灯（赤）
34～67%未満：2個点灯（赤）
67%以上：3個点灯（赤）
充電完了：3個点灯（緑）
充電エラー：全点滅（赤）

動作温度範囲 5℃～40℃

外形寸法 162.8mm×84.3mm×76mm（W×D×H）

質量 約399g

仕上げ処理 黒色梨地仕上げ

状態出力端子 JST製 B8B-ZR

付属品 リンクケーブル、リンクプレート、リンクプレート用ねじ×4、
状態出力ハーネス

[1] 使用条件により異なります。

改良などのため予告なく変更することがあります。
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